
 

  

インプラント周囲炎は世界中で問題となっており、多くの論文で取り上げられており、インプラント周囲炎へのア

プローチは、歯科医師にとって必須の項目となりつつあります。 

しかし、インプラント周囲炎は歯周炎とは似て非なる病態であり、インプラント固有の疾患である病態や歯周炎と

同等の病態など様々な病態が存在するため、診断および治療法を誤れば良好な結果を得ることはできません。 

本講演では、インプラント周囲炎について、特有のリスク因子と実際の診断・治療法までを学んでいきます。 

ウェビナー

日 時 

19:30～21:30 

3,000 円(税込) 500 名 

www.finesia.world の 
セミナー情報もしくは

下記二次元コードからも
お申し込みいただけます。

講 師 

費 用 定 員 
昭和大学歯学部インプラント歯科学講座 准教授  

昭和大学歯科病院インプラントセンター センター長 

宗像 源博 先生

ご登録 URL 
https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=9392584954352930&EventCode=P899949154

【販売名:承認番号】FINESIA BLフィクスチャー ファイナフィックス：22800BZX00034000、FINESIA BLフィクスチャー ファイナタイト：22800BZX00035000、FINESIA BLアバットメント：22800BZX00036000、FINESIA BLチタンベー
スアバットメント：22900BZX00097000、FINESIA TLフィクスチャー ファイナフィックス：22800BZX00037000、FINESIA TLフィクスチャー ファイナタイト：22800BZX00038000、FINESIA TLアバットメント：22800BZX00039000、
FINESIA TLチタンベースアバットメント：22900BZX00061000、FINESIA 1Pフィクスチャー ファイナフィックス：22700BZX00253000、FINESIA 1Pフィクスチャー ファイナタイト：22700BZX00270000 

 「FINESIA」は京セラ株式会社の登録商標です。Ⓒ 2021 KYOCERA Corporation 

Peri-implantitis≠Periodontitis 

- 周囲炎と歯周炎は似て非なるもの - 

インプラント周囲炎の病因と治療法・予防法

１．インプラントこそ重要な生物学的幅径（粘膜厚）とは

２．インプラント周囲炎の様々なリスク因子（宿主・外科・補綴）

３．Surface Treatment と Surgical methods に関して

４．再生療法の意義と適応基準

５．プラットフォーム型インプラントが巻き起こすインプラント周囲炎とは

６. スクリュー固定が引き起こすインプラント周囲炎とは

７．患者個々のリスク因子に応じたメインテナンスプロトコールの作成について 

講義内容 

http://www.finesia.world/
https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=9392584954352930&EventCode=P123156149
https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=9392584954352930&EventCode=P899949154



